




テネシー大学獣医学部と北里大学獣医学部との間の学術交流協定覚書 

 

 アメリカ合衆国テネシー大学と日本国北里大学との間の協定書に基づき、両大学は以下のとお

り交流を行う。 

 

本協定書は、テネシー大学獣医学部を代表するテネシー大学と、北里大学獣医学部との間で作

成され、両校における署名の最終日から有効とされるものである。本協定に基づく全ての義務は、

テネシー大学獣医学部を代表するテネシー大学によって履行される。 

   

 テネシー大学獣医学部と北里大学獣医学部は、両大学相互の便宜のために、協力的な教育およ

び研究活動を希求し、下記の如く合意するものである。 

 

１． 両校は、本協定の枠組の範囲内で、両大学の教員および学生の教育プログラム及び研究プ

ログラムを、共同で発展させるものである。 

 

２． 本協定の対象となる協力事業には、教員および学生の交換、留学、共同研究プログラム、

セミナーおよびワークショップ並びに教員に関する支援プログラムを含むものとする。 

 

３． 本協定に基づき行われる各事業は、同事業を律する特定の諸条件を記載している付属文書

によって遂行される。これらの諸条件は、その度毎に両大学相互によって合意されるもの

とする。 

 

４． 各大学は、本協定に基づき企画される協同事業への参画を支える資金の獲得に責任を負う

ものとし、係る全ての事業は、それぞれの予算に依ることとする。 

 

５． 本協定の発展と実施を協同して推進するために、テネシー大学は、獣医学部長を、北里大 
学は獣医学部長をその担当者に任ずる。 

 

６． 本協定は、その締結の期日から 5 年間、その効力を保つものとし、かつ両当事者によりさ

らに 5 年間これを更新できるものとする。本協定は、いずれかの当事者が他の当事者に対

して、90日前に文書による通知を行う事によって、これを解除する事ができるものとする。

但し、かかる解除は、上記の解除通知が行われた時点で継続中の何らかの事業の完了には、

影響を及ぼさないものとする。 

 

７． 本協定の変更は、文書によって行われ、かつ、両当事者の署名を得なければならないもの

とする。 

 

 

 

                                          

期日 2019年    月   日          期日 2019年  月  日 

David L. Miller 伊藤 智夫 

テネシー大学 最高財務責任者 北里大学 学長 

和 訳 

 



 

 

                                          

期日 2019年   月    日          期日 2019年  月  日 

Wayne T. Davis 髙井 伸二 

テネシー大学 総長 北里大学 獣医学部長 

 

                                                           

期日 2019年    月  日           

Tim Cross  

テネシー大学 農業大学総長  

 

                                          

期日 2019年  月  日           

James P. Thompson  

テネシー大学 獣医学部長  

   
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

調印は英文のみとし、この資料は内容確認の参考とする。 

 


